
厚労省「もう少し議論が必要」

オンライン認定審査　恒久化撤回 保
険
外
の
利
点
　

宿
泊
コ
ー
ス
も

今後３年間で６事業所展開へ
新規事業に脳神経リハ

最
先
端
機
器
活
用
に
強
み

月日以降の主な動き

　
厚
生
労
働
省
は

日
、
介

護
保
険
最
新
情
報
Ｖ
ｏ
ｌ


１
１
０
６
を
発
出
。

日
付

で
発
出
し
た
Ｖ
ｏ
ｌ

１
１

０
５
の
訂
正
に
あ
た
る
。

　
内
容
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
か
か
わ
る

要
介
護
認
定
の
有
効
期
間
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
。


日
付
の
情
報
で
は
、
現
在
特

例
措
置
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
な
ど
を

活
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

介
護
認
定
審
査
会
の
開
催
に

つ
い
て
「
今
後
新
型
コ
ロ
ナ

対
策
に
限
ら
ず
実
施
で
き

る
」
と
し
た
が
、
翌
日
の
発

出
に
よ
り
こ
れ
を
撤
回
。
該

当
の
記
載
を
削
除
し
た
も
の

を
再
発
出
し
た
。
当
面
は
特

例
の
取
扱
い
を
続
け
る
が
、

厚
労
省
担
当
者
は
「
先
の
発

出
を
受
け
、
各
方
面
か
ら
意

見
が
挙
げ
ら
れ
た
。
こ
の
特

例
措
置
の
恒
久
化
に
つ
い
て

は
、も
う
少
し
議
論
が
必
要
」

と
し
て
い
る
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
発
出
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
要

介
護
認
定
の
有
効
期
間
の
取

扱
い
に
つ
い
て
も
言
及
。
２

０
２
０
年
よ
り
、
従
来
の
期

間
に
新
た
に

ヵ
月
ま
で
の

範
囲
内
で
市
町
村
が
定
め
る

期
間
を
合
算
で
き
る
取
扱
い

と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
こ

の
取
扱
い
が
長
期
化
す
る
こ

と
で
、
被
保
険
者
の
心
身
の

状
況
を
適
正
に
把
握
・
評
価

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
事
態

が
懸
念
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
臨
時
的
な
取

扱
い
に
つ
い
て
は
原
則
と

し
、
有
効
期
間
満
了
日
が


年
３
月

日
ま
で
の
被
保
険

者
に
限
り
適
用
で
き
る
こ
と

と
す
る
。

年
４
月
１
日
以

降
に
有
効
期
間
満
了
日
を
迎

え
る
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、

通
常
ど
お
り
更
新
認
定
を
実

施
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

　
経
営
者
に
は
サ
ウ
ナ

好
き
が
多
い
と
聞
く

が
、
弊
紙
読
者
の
皆
様

は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

来
月
に
迫
る

月

日

は「
介
護
の
日
」だ
が
、

「
サ
ウ
ナ
の
日（
と
と
の

え
の
日
）」で
も
あ
る
。

▽「
と
と
の
う
」と
は
、

サ
ウ
ナ
ー
（
サ
ウ
ナ
愛

好
家
）
が
入
浴
、
サ
ウ

ナ
、
水
風
呂
、
外
気
浴

を
繰
り
返
し
た
末
に
到

達
す
る
境
地
で
「
頭
が

す
っ
き
り
す
る
」
「
雲

の
上
に
い
る
よ
う
な
浮

遊
感
」
な
ど
と
表
現
さ

れ
る
状
態
を
指
す
サ
ウ

ナ
用
語
。
ま
た
「
あ
ま

み
」
と
呼
ば
れ
る
サ
ウ

ナ
用
語
も
あ
り
、
こ
れ

は
サ
ウ
ナ
後
に
腕
や
足

な
ど
に
、
血
管
に
沿
っ

て
赤
い
キ
リ
ン
柄
の
よ

う
な
模
様
が
表
れ
る
現

象
だ
。
サ
ウ
ナ
で
膨
張

し
た
血
管
が
水
風
呂
で

収
縮
し
、
よ
く
流
れ
た

血
流
が
「
あ
ま
み
」
と

し
て
目
に
見
え
る
の
だ

と
か
。
▽
高
齢
者
に
高

温
サ
ウ
ナ
は
危
険
だ

が
、
東
京
都
健
康
長
寿

医
療
セ
ン
タ
ー
の
研
究

に
よ
る
と
「
遠
赤
外
線

低
温
サ
ウ
ナ
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
が
フ
レ
イ
ル
対
策

に
効
果
的
だ
そ
う
だ
。

「
高
齢
者
向
け
サ
ウ

ナ
」
の
流
行
も
近
い
の

か
も
し
れ
な
い
。

月日（水）
〇高齢者住宅新聞社「介護医療同時
改定展望・業界動向セミナー～年
度制度改正の行方と介護業界Ｍ＆Ａ
～」
※オンライン開催

〇公益社団法人日本認知症グループ
ホーム協会「第回日本認知症グル
ープホーム全国大会（三重大会）集
え！認知症ケアの未来のために～地
域拠点としての役割を考える～」
（会場／三重　三重県総合文化セン
ター）
※オンラインでも開催
※日まで開催

月日（木）
〇公益財団法人Ｕビジョン研究所
「Ｕビジョン研究所オンラインシン
ポジウム～魅力的で働きがいのある
介護の職場づくりに向けて～」
※オンライン開催

月日（日）
〇大阪府豊中市「いきてゆくフェス
」（会場／大阪　岡町・桜塚商
店街、地域共生センターほか）

月１日（火）
〇公益社団法人日本看護協会「看護
の専門性の発揮に資するタスク・シ
フト／シェア」配信開始
※オンライン開催
※年２月日まで配信

ニュース 　・面
介護ロボ市場　年に億円規模へ
「さくら薬局」のクラフト、ファン
ドが買収
介護ＢＩＺ 　～面
認知症ケアにアート　都内で展覧会
介ホ協サミット　グランプリにファ
インケア
社福千歳会登壇　Ｖ字回復語る
カスケードＧ　来期売上億円へ
特集 　面
ドイツ視察ルポ
特集 　・面
３匹のこぶたプロジェクト座談会
～３社が自立支援デイ一斉運営～
人材 　面
組織改善で健康経営
行政 　面
後期高齢者の応能負担、論点に
ヘルスケア・フォーカス 　面
ルネサンス、加算取得を支援

高齢者住宅新聞（１） 第号


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アサヒサンクリーン
浅井孝行社長

　
訪
問
入
浴
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
り
、
在
宅
か
ら
施
設
、
福
祉
用
具
事
業
ま
で

全
国
２
９
０
ヵ
所
以
上
を
展
開
す
る
ア
サ
ヒ
サ
ン
ク
リ
ー
ン
（
静
岡
市
）
。
９

月
、
脳
卒
中
な
ど
神
経
疾
患
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
に
特
化
し
た
「
脳
神
経
リ
ハ

ビ
リ
セ
ン
タ
ー
名
古
屋
」
を
開
設
し
、
新
規
事
業
に
乗
り
出
し
た
。
立
ち
上
げ

の
背
景
や
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て
、
浅
井
孝
行
社
長
に
話
を
聞
い
た
。

新
規
事
業
「
脳
神
経

リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
」
立

ち
上
げ
の
背
景
は
。

浅
井
　
２
０
２
０
年
に
事

業
整
理
を
行
い
、
会
社
の

存
在
意
義
を
明
文
化
す
る

中
で「
い
つ
も
の
安
心
を
、

ず
っ
と
」
と
い
う
理
念
が

よ
り
強
固
な
も
の
と
な
り

ま
し
た
。
当
社
の
サ
ー
ビ

ス
は
、
例
え
ば
訪
問
入
浴

な
ど
、
た
だ
「
お
風
呂
に

入
る
」
と
い
う
、
当
た
り

前
の
こ
と
を
支
え
る
も
の

で
す
。こ
れ
を「
ず
っ
と
」

提
供
す
る
と
い
う
会
社
の

意
思
、
方
針
で
す
。

　
当
社
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
し
て
は
、利
用
者
、

社
員
、
取
引
先
な
ど
に
加

え
、
今
後
は
地
域
や
社
会

も
重
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

と
言
わ
れ
る
現
代
に
お
い

て
、
人
々
の
不
安
は
「
経

済
不
安
」
「
健
康
不
安
」

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
社
会

性
へ
の
不
安
」
の
大
き
く

３
つ
に
代
表
さ
れ
る
と
考

え
、
こ
の
中
で
も
「
健
康

不
安
」
に
介
入
で
き
る
新

規
事
業
を
検
討
し
ま
し
た
。

　
そ
う
し
た
中
で
、
例
え

ば
脳
梗
塞
に
な
っ
て
も
、

後
遺
症
を
改
善
し
介
護
を

必
要
と
し
な
い
「
い
つ
も

の
」
日
常
を
長
く
送
れ
る

よ
う
、
ま
た
保
険
制
度
の

制
約
に
と
ら
わ
れ
ず
リ
ハ

ビ
リ
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
理
学
療
法
士
な
ど
セ

ラ
ピ
ス
ト
と
１
対
１
で
長

時
間
取
り
組
め
る
、
自
費

リ
ハ
ビ
リ
事
業
の
立
ち
上

げ
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

提
供
す
る
リ
ハ
ビ
リ

の
特
徴
に
つ
い
て
。

浅
井
　
ポ
イ
ン
ト
は
３
つ

あ
り
、
１
つ
は
最
先
端
の

歩
行
支
援
リ
ハ
ビ
リ
機
器

を
導
入
し
て
い
る
こ
と
で

す
。
現
在
、
サ
イ
バ
ー
ダ

イ
ン
社
の
Ｈ
Ａ
Ｌ
、
イ
ノ

フ
ィ
ス
社
の
マ
ッ
ス
ル
ス

ー
ツ
、
エ
ク
サ
ウ
ィ
ザ
ー

ズ
社
の
ト
ル
ト
に
加
え
、

東
海
エ
リ
ア
で
は
初
導
入

と
な
る
Ａ
ｓ
ｓ
ｉ
ｓ
ｔ
　

Ｍ
ｏ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
社
の
ク
ラ

ラ
を
導
入
。
セ
ラ
ピ
ス
ト

に
よ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

と
組
み
合
わ
せ
、
機
器
を

活
用
し
て
後
遺
症
改
善
を

目
指
し
ま
す
。

　
２
つ
目
は
、
隣
接
す
る

介
護
付
き
ホ
ー
ム
内
に
宿

泊
し
、
短
期
集
中
的
に
リ

ハ
ビ
リ
を
実
施
で
き
る
コ

ー
ス
を
設
け
て
い
る
こ

と
。
利
用
者
の
生
活
の
中

で
改
善
が
必
要
な
部
分
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
視
点
で
行

い
ま
す
。

　
３
つ
目
は
、
自
費
サ
ー

ビ
ス
の
た
め
１
回

分
と

密
度
の
濃
い
リ
ハ
ビ
リ
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。

料
金
は
８
回
コ
ー
ス

万

７
２
０
０
円
～
。

回
コ

ー
ス
、

回
コ
ー
ス
、
宿

泊
コ
ー
ス
な
ど
を
用
意
し

て
い
ま
す
。体
験
も
で
き
、


分
無
料
で
す
。
こ
れ
ま

で
、
脳
梗
塞
に
よ
る
右
側

麻
痺
で
杖
歩
行
を
し
て
い

た

代
男
性
が
、
月
４
回

の
利
用
で
杖
を
使
用
せ
ず

歩
行
で
き
る
ま
で
に
改
善

し
た
例
も
あ
り
ま
す
。

今
後
の
事
業
所
展
開

に
つ
い
て
。

浅
井
　
今
回
の
開
設
は
、

当
社
が
運
営
す
る
介
護
付

き
ホ
ー
ム
に
隣
接
す
る
遊

休
資
産
の
土
地
を
活
用
し

て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

今
後
３
年
間
で
し
っ
か
り

と
事
業
化
し
て
い
く
こ
と

が
目
下
の
課
題
で
あ
り
、

仙
台
市
、
大
阪
市
で
も
遊

休
資
産
を
活
用
し
た
開
設

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
に
加
え
、
テ
ナ
ン
ト
で

よ
り
利
便
性
の
高
い
立
地

に
さ
ら
に
３
ヵ
所
開
設
し

ま
す
。
３
年
の
間
に
こ
れ

ら
計
６
ヵ
所
を
運
営
し
つ

つ
、
ニ
ー
ズ
と
サ
ー
ビ
ス

を
見
極
め
て
い
く
考
え
で

す
。
こ
れ
に
介
護
予
防
フ

ィ
ッ
ト
ネ
ス
の
事
業
も
組

み
合
わ
せ
、
既
存
事
業
と

の
シ
ナ
ジ
ー
を
図
っ
て
い

く
構
想
も
立
て
て
い
ま
す
。

訪
問
入
浴
な
ど
既
存

事
業
や
海
外
展
開
な
ど
、

幅
広
く
取
り
組
み
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い
。

浅
井
　
当
社
は
１
９
７
７

年
よ
り
訪
問
入
浴
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
ま
す

が
、
こ
の
訪
問
入
浴
は
、

成
長
す
る
介
護
産
業
で
唯

一
縮
小
し
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。
人
材
不
足
に
起

因
す
る
事
業
所
閉
鎖
な
ど

も
増
え
て
お
り
、
当
社
で

も
承
継
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的

に
は
自
社
で
の
新
規
開
設

に
よ
り
拡
大
し
て
い
く
方

針
で
す
。
訪
問
入
浴
は
設

備
が
重
要
な
の
で
、
カ
ー

ボ
ン
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
素
材

（
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
）
の
浴
槽
や

マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
機
器
を

自
社
開
発
し
、
差
別
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。
平
均
で


㎏
あ
る
浴
槽
で
す
が
、

当
社
の
浴
槽
は

㎏
。
マ

イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
は
全
車
両

に
搭
載
し
、
洗
体
効
果
を

高
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
深
刻
化
す
る
人

材
不
足
に
際
し
、
外
国
人

人
材
の
活
躍
は
不
可
避
と

考
え
、
資
格
取
得
支
援
・

育
成
事
業
に
も
着
手
。

「
介
護
福
祉
士
資
格
を
取

得
し
て
日
本
で
活
躍
し
た

い
」
と
の
声
を
受
け
、
介

護
福
祉
士
取
得
の
た
め
の

Ｗ
Ｅ
Ｂ
教
材
を

月
に
完

成
さ
せ
る
べ
く
、
東
南
ア

ジ
ア
の
現
地
の
Ｓ
Ｅ
と
開

発
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
社
員
に
と
っ
て

も
「
い
つ
も
の
安
心
を
、

ず
っ
と
」
届
け
続
け
た
い

と
の
思
い
か
ら
、
資
格
取

得
者
が
母
国
へ
帰
国
し
た

際
に
も
活
躍
で
き
る
場
を

創
出
す
る
べ
く
、
海
外
展

開
に
も
着
手
し
ま
し
た
。

特
定
技
能
実
習
生
を
送
り

出
し
て
い
る
国
で
の
介
護

事
業
立
ち
上
げ
に
伴
い
、

現
地
法
人
と
の
共
同
出
資

の
形
で
準
備
中
で
す
。
現

地
法
人
の
介
護
事
業
立
ち

上
げ
支
援
や
運
営
サ
ポ
ー

ト
を
手
掛
け
る
こ
と
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
福
祉
用

具
事
業
や
人
材
紹
介
な
ど

の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
活
用
で
き

る
で
し
ょ
う
。
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